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平成 23 年 6 月 28 日 

三菱重工業株式会社 

 

 

第 86 回定時株主総会の議決権行使結果について 

 

平成 23 年 6 月 23 日に開催いたしました当社第 86 回定時株主総会における議決権行使結果につき

まして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当該決議事項の内容 

第 1 号議案  剰余金の処分の件 

第１号議案に対する修正動議 

期末配当金として、会社提案（当社普通株式 1 株につき金２円）を修正し、

当社普通株式１株につき金３円又は金４円とする。 

第２号議案  取締役 19 名選任の件 

取締役として、佃和夫、大宮英明、宮永俊一、佃嘉章、河本雄二郎、原壽、

阿部孝、菱川明、西澤隆人、和仁正文、前川篤、正森滋郎、小林孝、 

有原正彦、水谷久和、鯨井洋一、和田明広、坂本吉弘及び小島順彦の各氏を

選任する。 

第３号議案  監査役２名選任の件 

監査役として、矢神俊郎及び上原治也の両氏を選任する。 

 

２．当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示にかかる議決権の数、当該決議事項が 

可決されるための要件並びに当該決議の結果 

決議の結果 
決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 

賛成比率（％） 可否

第 1 号議案 2,231,179 6,728 331 （注）１ 98.82 可決

第２号議案  

佃  和夫 2,092,257 143,776 3,158 （注）２ 92.67 可決

大宮 英明 2,104,177 131,856 3,158 （注）２ 93.20 可決

宮永 俊一 2,104,191 131,842 3,158 （注）２ 93.20 可決

佃  嘉章 2,104,116 130,647 4,428 （注）２ 93.19 可決

河本雄二郎 2,104,136 130,627 4,428 （注）２ 93.19 可決

原   壽 2,104,166 130,597 4,428 （注）２ 93.20 可決

阿部  孝 2,129,727 105,036 4,428 （注）２ 94.33 可決

菱川  明 2,129,728 105,035 4,428 （注）２ 94.33 可決
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決議の結果 
決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 

賛成比率（％） 可否

第２号議案  

西澤 隆人 2,137,545 97,218 4,428 （注）２ 94.67 可決

和仁 正文 2,137,532 97,231 4,428 （注）２ 94.67 可決

前川  篤 2,137,608 97,155 4,428 （注）２ 94.68 可決

正森 滋郎 2,137,561 97,202 4,428 （注）２ 94.68 可決

小林  孝 2,137,599 97,164 4,428 （注）２ 94.68 可決

有原 正彦 2,137,534 97,229 4,428 （注）２ 94.67 可決

水谷 久和 2,137,584 97,179 4,428 （注）２ 94.68 可決

鯨井 洋一 2,137,358 97,405 4,428 （注）２ 94.67 可決

和田 明広 2,136,457 102,349 385 （注）２ 94.63 可決

坂本 吉弘 2,134,882 103,924 385 （注）２ 94.56 可決

小島 順彦 2,081,522 156,012 1,655 （注）２ 92.19 可決

第３号議案  

矢神 俊郎 2,204,311 34,509 385 （注）２ 97.63 可決

上原 治也 1,767,856 470,964 385 （注）２ 78.30 可決

（注）１．第１号議案が可決されるための要件は、出席した議決権を行使することができる株主の議

決権の過半数の賛成である。 

２．第２号議案及び第３号議案が可決されるための要件は、議決権を行使することができる株

主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議決権の過半数

の賛成である。 

３．賛成比率は、当該株主総会前日までに行使された議決権の数（意思表示を無効としたもの

を含む。）と当日出席した株主の議決権の数の合計に対する割合である。 

４．第１号議案に対する修正動議は、会社提案が可決されたことに伴い、いずれも否決された

ものとして取り扱っている。したがって、当該修正動議に関する賛成・反対等の議決権の

数は集計していない。 

 

３．議決権の数に当該株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

当該株主総会前日までに行使された議決権の数と、当日出席した株主のうち、賛否等を確認でき

た一部の株主の議決権の数を合計したことにより、決議事項の各議案が可決されるための要件を

満たし、会社法上適法に決議が成立したため、当日出席した株主の議決権の数の一部を加算して

いない。 

 

以 上 


